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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期
第２四半期
累計期間

第25期
第２四半期
累計期間

第24期

会計期間
自平成22年９月１日
至平成23年２月28日

自平成23年９月１日
至平成24年２月29日

自平成22年９月１日
至平成23年８月31日

売上高（千円） 594,755 623,368 1,266,923

経常利益又は経常損失（△）（千円） △50,157 44,527 △49,844

四半期（当期）純損失（△）（千円） △205,871 △6,017 △389,303

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 508,250 133,000 133,000

発行済株式総数（株） 18,540 18,786 18,786

純資産額（千円） 12,001 68,552 74,569

総資産額（千円） 2,642,537 1,867,844 2,245,357

１株当たり四半期（当期）純損失金額

（△）（円）　
△11,104.19 △344.92 △21,262.96

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円）  －  － －

自己資本比率（％） 0.5 3.7 3.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
110,341 247,689 110,258

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△18,852 333,984 174,410

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△219,123 △338,057 △406,363

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（千円）
142,796 393,083 144,497

　

回次
第24期

第２四半期会計期間
第25期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成22年12月１日
至平成23年２月28日

自平成23年12月１日
至平成24年２月29日

１株当たり四半期純損失金額（△）（円） △8,465.71 △2,883.50

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等が含まれていません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失であるため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

なお、平成23年８月31日付で装置組立事業を廃止したため、第１四半期会計期間より「精密切削加工事業」のみの

単一セグメントとなっております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、当第２四半期累計期間において、営業利益59百万円を計上しておりますが、固定資産売却損や事業構造改善

費用等により四半期純損失６百万円を計上しており、前事業年度においては、営業利益５百万円を計上しながらも当

期純損失389百万円を計上している状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状

況が存在しております。

当社は前事業年度より実施しております、事業再生ＡＤＲ手続の事業再生計画における金融支援策や熊本事業所閉

鎖及び人員整理等の施策効果、当事業年度に実施しております生産構造改革により、収益状況は順調に推移し、収益性

の向上による経営基盤の改善が継続的に見込める状況にあります。また、資金面においても、当該事業再生計画に基づ

く弁済方法の変更により、安定した事業運営を進めるための十分な運転資金を有している状況であります。

以上により、継続企業の前提に関する重要な不確実性は存在しないと判断しております。

当該事象又は状況を解消するための対応策については、「第２　事業の状況　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ

・フローの状況の分析　（５）継続企業の前提に関する重要事象等を改善するための対応策等」に記載のとおりであ

ります。

２【経営上の重要な契約等】

当社は、平成24年２月13日開催の取締役会において、当社熊本事業所の固定資産を譲渡することについて決議し、

同日付で譲渡契約を締結いたしました。なお、当該固定資産の譲渡は、平成24年２月29日に完了しております。

(1) 譲渡の理由

当社は、産業活力の再生及び産業活動の革新に関する特別措置法所定の特定認証紛争解決手続による事業再

生を目指しており、現在進めております事業再生計画における生産構造改革の余剰資源削減の一環として、熊本

事業所を閉鎖し、売却を検討しておりましたが、今般、譲渡先が決定したものです。

(2) 譲渡資産の内容

譲渡内容 所在地 帳簿価額 譲渡価額

土地建物・構築物・付帯設備 熊本県菊池郡大津町 369,100千円 334,000千円

(3) 譲渡の相手先の概要

名称 所在地 代表者 当社との関係

株式会社くまさんメディクス 熊本県熊本市下硯川町2205
代表取締役会長 白瀬 貴美子

代表取締役社長 白瀬 嗣久

資本的関係は
ありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(１)業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるなかで、生

産と設備投資は持ち直しているものの、輸出の弱含みに伴い企業収益は減少し、また、欧州政府債務危機の影響や原

油価格の上昇、国内においては電力供給の制約や雇用情勢の悪化懸念等により、依然として先行き不透明な状況にあ

ります。

当社の主な販売分野であるＦＰＤ業界におきましては、テレビ向けの液晶パネルの需給が悪化していることで関

連する大型液晶パネルの設備投資が停滞していることに加え、中小型液晶タッチパネルや有機ＥＬディスプレイ製

造装置の設備投資も一順した状態で、一時的に停滞傾向にあります。半導体業界におきましても、タブレット型パソ

コンやスマートフォン等による需要拡大局面から転じＦＰＤ分野と同様停滞局面に入りました。太陽電池業界にお

きましては、日本国内の家庭用の結晶系太陽電池の需要は好調でありましたが、中国の新興メーカーの台頭などアジ

ア地域を中心とした生産が増加している事により需給が悪化し急激な価格低下が続いております。ただし、太陽電池

の需要につきましては、再生可能エネルギーに関する政府方針にも関連し、家庭用のみならず大規模発電所用途も中

長期的に再成長していく可能性が高まっております。

このような経済状況のもとで、当社は、タブレット型パソコンやスマートフォン向けを中心としたＦＰＤ分野・半

導体分野で新規顧客への販路拡大や従来顧客への深耕化を行い、その他分野においては原子力関連や通信関連の受

注拡大に注力いたしました。また、事業再生ＡＤＲ手続における事業再生計画の生産構造改革により固定費は削減さ

れ、生産性も大幅に改善いたしました。なお、営業外費用として熊本事業所の閉鎖による休止固定資産の減価償却費

を９百万円計上し、特別損失として固定資産売却損を35百万円と事業構造改善費用を16百万円計上しました。

この結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高623百万円（前年同期比4.8％増）、営業利益59百万円（前年同

期の営業損失は31百万円）、経常利益44百万円（前年同期の経常損失は50百万円）、四半期純損失６百万円（前年同

期の四半期純損失は205百万円）となりました。

なお、平成23年８月31日付で装置組立事業を廃止したため、精密切削加工事業のみの単一セグメントとなっており

ます。

(２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比べ248百万円

増加し、393百万円となりました。

　

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、247百万円（前年同期は110百万円の獲得）となりました。これは主に、増加要因

として、減価償却費80百万円、売上債権の減少額145百万円及びたな卸資産の減少額20百万円、減少要因として未払消

費税等の減少額17百万円及び利息の支払額11百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果獲得した資金は、333百万円（前年同期は18百万円の使用）となりました。これは主に、有形固定資

産の売却による収入342百万円及び有形固定資産の取得による支出９百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、338百万円（前年同期は219百万円の使用）となりました。これは長期借入金の返

済による支出335百万円及びファイナンス・リース債務の返済による支出２百万円によるものであります。

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(４)研究開発活動

　該当事項はありません。
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（５)継続企業の前提に関する重要事象等を改善するための対応策等 　

　当社は、「第２　事業の状況　１　事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせ

るような事象又は状況が存在しております。

　当社は、当該状況を解消すべく、前事業年度より事業再生ＡＤＲ手続の下で事業再生に取り組んでおり、全対象債権

者からご同意をいただいた当社の事業再生計画（以下「当事業再生計画」といいます。）に沿って各種施策を実施

しております。

すでに、当事業再生計画における債務の株式化（第三者割当によるＡ種優先株式の発行）と債務の劣後化及び債

権放棄による金融支援策は実行されており、前事業年度末において債務超過を回避しました。また、熊本事業所閉鎖

及び人員整理等の施策効果並びに生産構造改革による生産性向上策により、収益状況は改善しております。当社は、

当事業再生計画を着実に実行することにより、経営基盤の安定化を図ってまいります。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 73,840

Ａ種優先株式 600

計 74,440

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年２月29日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年４月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,540 18,540
東京証券取引所

（マザーズ）

当社は単元株制
度は採用してお
りません。

Ａ種優先株式 246 246 非上場

当社は単元株制
度は採用してお
りません。

（注）２

計 18,786 18,786 － －

（注）１．「提出日現在発行数」欄には、平成24年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

２．Ａ種優先株式の内容は次のとおりです。

(1) 単元株式数

１株

(2) 剰余金の配当

①Ａ種優先配当金

当会社は、Ａ種株式について、平成23年８月31日を含む事業年度に係る剰余金の配当を行わない。当会社

は、平成23年９月１日以降の各事業年度に係る剰余金の配当を行うときは、Ａ種株式を有する株主（以下

「Ａ種株主」という。）又はＡ種株式の登録株式質権者（以下「Ａ種登録株式質権者」という。）に対し、普

通株式を有する株主（以下「普通株主」という。）又は普通株式の登録株式質権者（以下「普通登録株式質

権者」という。）に先立ち、Ａ種株式１株当たりの払込金額（1,000,000円。但し、Ａ種株式について、株式分

割、併合その他調整が合理的に必要とされる事由が発生した場合には、当会社取締役会により合理的に調整

された額とする。）に、剰余金の配当に係る基準日の属する事業年度ごとに下記(2)に定める年率（以下「Ａ

種優先配当年率」という。）を乗じて算出した額（円位未満小数第３位まで算出し、その小数第３位を四捨

五入する。）の剰余金（以下「Ａ種優先配当金」という。）の配当を行う。

②Ａ種優先配当金の額

Ａ種優先配当年率は、平成23年９月１日以降、次回年率修正日（以下において定義する。）の前日までの各

事業年度について、下記算式により計算される年率とする。

Ａ種優先配当年率＝日本円TIBOR（６か月物）＋1.50％

Ａ種優先配当年率は、％位未満小数第３位まで算出し、その小数第３位を四捨五入する。「年率修正日」

は、平成23年９月１日以降の毎年９月１日とする。当日が、銀行休業日の場合は前営業日を年率修正日とす

る。「日本円TIBOR(６か月物)」とは、各事業年度の初日（当日が銀行休業日の場合は前営業日）の午前11時

における日本円６か月物トーキョー・インター・バンク・オファード・レート（日本円６か月物TIBOR）と

して全国銀行協会によって公表される数値を指すものとする。日本円TIBOR（６か月物）が公表されていな

ければ、同日（当日が銀行休業日の場合は前営業日）ロンドン時間午前11時におけるユーロ円６か月物ロン

ドン・インター・バンク・オファード・レート（ユーロ円LIBOR６か月物（360日ベース））として英国銀

行協会（BBA）によって公表される数値又はこれに準ずるものと認められるものを日本円TIBOR（６か月

物）に代えて用いるものとする。
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③非累積条項

ある事業年度においてＡ種株主又はＡ種登録株式質権者に対して支払う剰余金の配当の額がＡ種優先配

当金の額に達しないときは、その不足額は、翌事業年度以降に累積しない。

④非参加条項

Ａ種株主又はＡ種登録株式質権者に対しては、Ａ種優先配当金を超えて配当は行わない。但し、当会社が行

う吸収分割手続の中で行われる会社法第758条第８号ロ若しくは同法第760条第７号ロに規定される剰余金

の配当又は当会社が行う新設分割手続の中で行われる会社法第763条第12号ロ若しくは同法第765条第１項

第８号ロに規定される剰余金の配当についてはこの限りではない。

(3) 残余財産の分配

①残余財産の分配

当会社は、残余財産を分配するときは、Ａ種株主又はＡ種登録株式質権者に対し、普通株主及び普通登録株

式質権者に先立ち、Ａ種株式１株につき1,000,000円（但し、Ａ種株式について、株式分割、株式併合その他調

整が合理的に必要とされる事由が発生した場合には、当会社取締役会により合理的に調整された額とす

る。）を支払う。

②非参加条項

Ａ種株主又はＡ種登録株式質権者に対しては、上記(1)のほか残余財産の分配は行わない。

(4) 議決権

Ａ種株主は、株主総会において議決権を有しない。

(5) 種類株主総会における決議

当会社が、会社法第322条第１項各号に掲げる行為をする場合においては、法令に別段の定めのある場合を

除き、Ａ種株主を構成員とする種類株主総会の決議を要しない。

(6) 普通株式を対価とする取得請求権

①取得請求権の内容

Ａ種株主は、平成28年11月１日から平成32年11月１日までの期間(以下「株式対価取得請求期間」とい

う。)中、下記(2)に定める条件で、当会社がＡ種株式の全部又は一部を取得するのと引換えに当会社の普通株

式を交付することを請求することができる(以下「株式対価取得請求」という。)。

②株式対価取得請求により交付する普通株式数の算定方法

株式対価取得請求に基づき当会社がＡ種株式の取得と引換えにＡ種株主に対し交付すべき当会社の普通

株式の数は、当該Ａ種株式に係る払込金額の総額(但し、Ａ種株式について、株式分割、株式併合その他調整が

合理的に必要とされる事由が発生した場合には、当会社取締役会により合理的に調整された額の総額とす

る。)を本号に定める交付価額で除して算出される数(小数第１位まで算出し、その小数第１位を切り捨て

る。)とする。なお、Ａ種株式を取得するのと引換えに交付すべき当会社の普通株式の算出にあたり１株未満

の端数が生じたときは、会社法第167条第３項に従い金銭を交付する。

イ交付価額

交付価額は、平成23年７月20日に始まる連続する30取引日の各取引日の株式会社東京証券取引所(以下

「東京証券取引所」という。)における当会社の普通株式の普通取引の毎日の終値(気配値を含む。)の平均値

(終値のない日数を除く。なお、上記平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨

五入する。)に相当する金額とする。但し、当該金額が27,000円を下回る場合には、交付価額は27,000円とす

る。

ロ交付価額の調整

(a) 当会社は、Ａ種株式の発行後、下記(b)に掲げる各事由により当会社の普通株式数に変更を生じる場合又

は変更を生じる可能性がある場合は、次に定める算式(以下「交付価額調整式」という。)をもって交付

価額を調整する。

調整後

交付価額
＝
調整前

交付価額
×
既発行普通株式数 ＋

交付普通株式数 × 1株当たりの払込金額

１株当たり時価

既発行普通株式数＋交付普通株式数

交付価額調整式の計算については、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。交

付価額調整式で使用する「１株当たり時価」は、調整後の交付価額を適用する日に先立つ45取引日目に

始まる連続する30取引日の東京証券取引所における当会社の普通株式の普通取引の毎日の終値（気配

表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。なお、上記平均値の計算は、円位未満小数第２位まで

算出し、その小数第２位を四捨五入する。）とする。交付価額調整式で使用する「既発行普通株式数」

は、普通株主に下記(b)(i)ないし(iv)の各取引に係る基準日が定められている場合はその日、また当該

基準日が定められていない場合は、調整後の交付価額を適用する日の１か月前の日における当会社の発

行済普通株式数から、当該日における当会社の有する当会社の普通株式数を控除したものとする。交付

価額調整式で使用する「交付普通株式数」は、普通株式の株式の分割が行われる場合には、株式の分割

により増加する普通株式数（基準日における当会社の有する普通株式に関して増加した普通株式数を
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含まない。）とし、普通株式の併合が行われる場合には、株式の併合により減少する普通株式数（効力発

生日における当会社の有する普通株式に関して減少した普通株式数を含まない。）を負の値で表示して

使用するものとする。交付価額調整式で使用する「１株当たりの払込金額」は、下記(b)(i)の場合は当

該払込金額（金銭以外の財産を出資の目的とする場合には適正な評価額、無償割当ての場合は０円）、

下記(b)(ii)及び(iv)の場合は０円、下記(b)(iii)の場合は下記(b)(v)で定める対価の額とする。

(b) 交付価額調整式によりＡ種株式の交付価額の調整を行う場合及びその調整後の交付価額の適用時期に

ついては、次に定めるところによる。

(i) 上記(a)に定める１株当たり時価を下回る払込金額をもって普通株式を交付する場合（無償割当て

の場合を含む。）（但し、当会社の交付した取得条項付株式、取得請求権付株式若しくは取得条項付

新株予約権（新株予約権付社債に付されたものを含む。以下本ロにおいて同じ。）の取得と引換え

に交付する場合又は普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付されたもの

を含む。以下本ロにおいて同じ。)その他の証券若しくは権利の転換、交換又は行使により交付する

場合を除く。）

調整後の交付価額は、払込期日（募集に際して払込期間が設けられたときは当該払込期間の最終日

とする。以下同じ。）又は無償割当ての効力発生日の翌日以降これを適用する。但し、当会社普通株

主に募集株式の割当てを受ける権利を与えるため又は無償割当てのための基準日がある場合は、そ

の日の翌日以降これを適用する。

(ii) 普通株式の株式分割をする場合　調整後の交付価額は、普通株式の株式分割のための基準日の翌日

以降これを適用する。

(iii) 取得請求権付株式、取得条項付株式若しくは取得条項付新株予約権であって、その取得と引換えに

上記(a)に定める１株当たり時価を下回る対価（下記(v)において定義される。以下同じ。）をもっ

て普通株式を交付する定めがあるものを交付する場合（無償割当ての場合を含む。）、又は上記(a)

に定める１株当たり時価を下回る対価をもって普通株式の交付を請求できる新株予約権その他の

証券若しくは権利を交付する場合（無償割当ての場合を含む。）

調整後の交付価額は、交付される取得請求権付株式、取得条項付株式若しくは取得条項付新株予約

権、又は新株予約権その他の証券若しくは権利（以下「取得請求権付株式等」という。）の全てが

当初の条件で取得、転換、交換又は行使され普通株式が交付されたものとみなして交付価額調整式

を準用して算出するものとし、交付される日又は無償割当ての効力発生日の翌日以降これを適用す

る。但し、当会社の普通株主に取得請求権付株式等の割当てを受ける権利を与えるため又は無償割

当てのための基準日がある場合は、その日の翌日以降これを適用する。

(iv) 普通株式の併合をする場合　調整後の交付価額は、株式の併合の効力発生日以降これを適用する。

(v) 上記(iii)における対価とは、取得請求権付株式等の交付に際して払込みその他の対価関係にある

支払がなされた額（時価を下回る対価をもって普通株式の交付を請求できる新株予約権の場合に

は、その行使に際して出資される財産の価額を加えた額とする。）から、その取得、転換、交換又は行

使に際して取得請求権付株式等の所持人に交付される普通株式以外の財産の価額を控除した金額

を、その取得、転換、交換又は行使に際して交付される普通株式の数で除した金額をいう。

(c) 上記(b)に定める交付価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合には、当会社は、必要な交

付価額の調整を行う。

(i) 当会社を存続会社とする合併、株式交換、会社分割又は株式移転のために交付価額の調整を必要と

するとき。

(ii) 交付価額を調整すべき事由が２つ以上相接して発生し、一方の事由に基づく調整後の交付価額の算

出にあたり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮する必要があるとき。

(d) 交付価額調整式により算出された調整後の交付価額と調整前の交付価額との差額が１円未満の場合は、

交付価額の調整は行わないものとする。但し、かかる調整後の交付価額は、その後交付価額の調整を必要

とする事由が発生した場合の交付価額調整式において調整前交付価額とする。

(e) 交付価額の調整が行われる場合には、当会社は、関連事項決定後直ちに、Ａ種株主又はＡ種登録株式質権

者に対して、その旨並びにその事由、調整後の交付価額、適用の日及びその他の必要事項を通知しなけれ

ばならない。
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(7) 金銭を対価とする取得請求権

①金銭を対価とする取得請求権の内容

Ａ種株主は、当会社に対し、平成28年11月１日以降、毎年11月１日に、Ａ種株式の全部又は一部の取得と引

換えに金銭を交付することを請求（以下「金銭対価取得請求」という。）することができる。当会社は、かか

る金銭対価取得請求がなされた場合には、当該金銭対価取得請求が効力を生じた日（以下「金銭対価取得請

求日」という。）における取得上限額（下記(2)において定義される。）を限度として法令上可能な範囲で、

金銭対価取得請求日に、Ａ種株式の全部又は一部の取得と引換えに、金銭の交付を行うものとする。この場合

において、取得上限額を超えて金銭対価取得請求がなされた場合には、当会社が取得すべきＡ種株式は金銭

対価取得請求がなされた株数に応じた比例按分の方法により決定する。

②取得価額

金銭対価取得請求が行われた場合におけるＡ種株式１株当たりの取得価額は、1,000,000円（但し、Ａ種株

式について、株式分割、株式併合その他調整が合理的に必要とされる事由が発生した場合には、当会社取締役

会により合理的に調整された額とする。）とする。

「取得上限額」は、金銭対価取得請求がなされた事業年度の直前の事業年度末日（以下「分配可能額計算

日」という。）における分配可能額（会社法第461条第２項に定めるものをいう。以下同じ。)を基準とし、分

配可能額計算日の翌日以降当該金銭対価取得請求日（同日を含まない。）までの間において、(i)当会社株式

に対してなされた剰余金の配当、並びに(ii)本第14項又は第16項若しくは取得することを当会社取締役会に

おいて決議されたＡ種株式の取得価額の合計を減じた額とする。但し、取得上限額がマイナスの場合は０円

とする。また、分配可能計算日における貸借対照表に計上されている現金及び預金の合計額から取得上限額

を減じた額が150,000,000円を下回る場合は当該額とし、当該額がマイナスの場合は０円とする。

(8) 普通株式を対価とする取得条項

①普通株式を対価とする取得条項の内容当会社は、平成28年11月１日以降いつでも、当会社の取締役会が別

に定める日の到来をもって、Ａ種株式の全部又は一部を取得するのと引き換えに、Ａ種株主又はＡ種登録

株式質権者に対して当会社の普通株式を交付することができる（以下「株式対価強制取得」という。）。

なお、一部取得を行う場合において取得するＡ種株式は、比例按分その他当会社の取締役会が定める合理

的な方法によって決定されるものとする。

②株式対価強制取得により交付する普通株式数の算定方法

株式対価強制取得に基づき当会社がＡ種株式の取得と引換えにＡ種株主に対し交付すべき当会社の普通

株式の数は、当該Ａ種株式に係る払込金額の総額（但し、Ａ種株式について、株式分割、株式併合その他調整

が合理的に必要とされる事由が発生した場合には、当会社取締役会により合理的に調整された額の総額とす

る。）を交付価額で除して算出される数（小数第１位まで算出し、その小数第１位を切り捨てる。）とする。

なお、Ａ種株式を取得するのと引換えに交付すべき当会社の普通株式の算出にあたり１株未満の端数が生じ

たときは、会社法第234条に従ってこれを取り扱う。

(9) 金銭を対価とする取得条項

①金銭を対価とする取得条項の内容

当会社は、平成23年９月１日以降いつでも、当会社の取締役会が別に定める日（以下「金銭対価強制取得

日」という。）の到来をもって、Ａ種株式の全部又は一部を取得するのと引換えに、当該金銭対価強制取得日

における分配可能額を限度として、Ａ種株主又はＡ種登録株式質権者に対して金銭を交付することができる

（以下「金銭対価強制取得」という。）。なお、一部取得を行う場合において取得するＡ種株式は、比例按分

その他当会社の取締役会が定める合理的な方法によって決定されるものとする。

②取得価額

金銭対価強制取得が行われる場合におけるＡ種株式１株当たりの取得価額は、1,000,000円（但し、Ａ種株

式について、株式分割、株式併合その他調整が合理的に必要とされる事由が発生した場合には、当会社取締役

会により合理的に調整された額とする。）とする。

(10)会社法第322条第２項に規定する定款の定めの有無

会社法第322条第２項に規定する定款の定めはない。

(12)議決権を有しないこととしている理由

当社は、Ａ種優先株式とは異なる種類の株式である普通株式を発行している。普通株式は、株主としての権

利内容に制限のない株式であるが、Ａ種優先株主は、株主総会において議決権を有しない。これは、Ａ種優先

株式を配当金や残余財産の分配について優先権を持つ代わりに議決権がない内容としたものである。
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（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年12月１日～
平成24年２月29日

－

普通株式
18,540

Ａ種優先株式
246

－ 133,000 － 123,000
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（６）【大株主の状況】

平成24年２月29日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

前田　俊一 鹿児島県出水市 9,270 49.35

前田　美佐子 鹿児島県出水市 840 4.47

前田　良子 鹿児島県出水市 300 1.60

五十嵐　光栄 鹿児島県出水市 279 1.49

マルマエ共栄会 鹿児島県出水市高尾野町大久保3816番41 242 1.29

株式会社鹿児島銀行 鹿児島県鹿児島市金生町６番６号 218 1.16

平岩　靖 東京都板橋区 128 0.68

マルマエ従業員持株会 鹿児島県出水市高尾野町大久保3816番41 124 0.66

齋藤　格 宮城県仙台市青葉区 120 0.64

出口　勝志 東京都中央区 115 0.61

計 － 11,636 61.94

（注）上記のほか、自己株式が1,094株あります。

なお、所有株式に係る議決権の個数の多い順上位10名は以下のとおりであります。

 平成24年２月29日現在

氏名又は名称 住所
所有議決権数
（個）

総株主の議決権に
対する所有議決権
数の割合（％）

前田　俊一 鹿児島県出水市 9,270 53.14

前田　美佐子 鹿児島県出水市 840 4.81

前田　良子 鹿児島県出水市 300 1.72

五十嵐　光栄 鹿児島県出水市 279 1.60

マルマエ共栄会 鹿児島県出水市高尾野町大久保3816番41 242 1.39

平岩　靖 東京都板橋区 128 0.73

マルマエ従業員持株会 鹿児島県出水市高尾野町大久保3816番41 124 0.71

齋藤　格 宮城県仙台市青葉区 120 0.69

出口　勝志 東京都中央区 115 0.66

マネックス証券株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目11番１号 100 0.57

計 － 11,518 66.02
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成24年２月29日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 Ａ種優先株式 246 － （注）

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,094 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,446 17,446 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 18,786 － －

総株主の議決権 － 17,446 －

（注）Ａ種優先株式の内容は、（１）株式の総数等　②発行済株式に記載のとおりであります。

②【自己株式等】

 平成24年２月29日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社マルマエ
鹿児島県出水市高尾
野町大久保3816番41

1,094 － 1,094 5.82

計 － 1,094 － 1,094 5.82

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成23年12月１日から平成24年

２月29日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年９月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、三優監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年８月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 144,497 393,083

受取手形及び売掛金 452,717 211,739

電子記録債権 － 95,133

商品及び製品 2,080 2,852

仕掛品 44,035 23,189

原材料及び貯蔵品 551 134

その他 19,222 5,816

貸倒引当金 △943 △621

流動資産合計 662,161 731,328

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 563,454 324,846

構築物（純額） 14,685 10,214

機械及び装置（純額） 416,533 356,744

車両運搬具（純額） 3,156 7,109

工具、器具及び備品（純額） 3,258 2,920

土地 427,524 289,783

リース資産（純額） 10,400 8,000

建設仮勘定 115,535 110,100

有形固定資産合計 1,554,549 1,109,718

無形固定資産 5,040 3,550

投資その他の資産 ※1
 23,605

※1
 23,246

固定資産合計 1,583,195 1,136,515

資産合計 2,245,357 1,867,844

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 33,266 27,540

1年内返済予定の長期借入金 6,610 －

未払法人税等 4,244 2,377

受注損失引当金 6,000 3,100

その他 102,020 79,330

流動負債合計 152,140 112,348

固定負債

長期借入金 2,008,945 1,680,345

資産除去債務 1,570 1,577

その他 8,131 5,020

固定負債合計 2,018,646 1,686,943

負債合計 2,170,787 1,799,291
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年８月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年２月29日)

純資産の部

株主資本

資本金 133,000 133,000

資本剰余金 123,000 123,000

利益剰余金 △181,430 △187,447

株主資本合計 74,569 68,552

純資産合計 74,569 68,552

負債純資産合計 2,245,357 1,867,844
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年２月29日)

売上高 594,755 623,368

売上原価 539,094 472,236

売上総利益 55,661 151,131

販売費及び一般管理費 ※
 87,586

※
 91,645

営業利益又は営業損失（△） △31,925 59,486

営業外収益

受取利息 42 29

為替差益 － 6,875

助成金収入 960 －

その他 1,530 699

営業外収益合計 2,533 7,603

営業外費用

支払利息 18,927 11,860

為替差損 1,146 －

減価償却費 － 9,846

その他 691 856

営業外費用合計 20,765 22,562

経常利益又は経常損失（△） △50,157 44,527

特別利益

固定資産売却益 － 3,032

特別利益合計 － 3,032

特別損失

固定資産売却損 － 35,100

固定資産除却損 833 0

減損損失 109,872 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 978 －

事業構造改善費用 41,908 16,354

特別損失合計 153,592 51,454

税引前四半期純損失（△） △203,749 △3,895

法人税、住民税及び事業税 2,122 2,122

法人税等合計 2,122 2,122

四半期純損失（△） △205,871 △6,017
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △203,749 △3,895

減価償却費 129,848 80,852

有形固定資産売却損益（△は益） － 32,068

有形固定資産除却損 833 0

減損損失 109,872 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,602 △349

受注損失引当金の増減額（△は減少） △4,000 △2,900

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 978 －

受取利息及び受取配当金 △42 △29

支払利息 18,927 11,860

為替差損益（△は益） 94 △4,968

売上債権の増減額（△は増加） 45,356 145,843

たな卸資産の増減額（△は増加） 91,295 20,490

仕入債務の増減額（△は減少） △158 △5,725

未収消費税等の増減額（△は増加） 1,254 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 11,720 △17,274

その他 △69,589 6,924

小計 131,039 262,897

利息及び配当金の受取額 43 30

利息の支払額 △17,312 △11,620

法人税等の還付額 46 117

法人税等の支払額 △3,475 △3,734

営業活動によるキャッシュ・フロー 110,341 247,689

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △7,552 △9,495

有形固定資産の売却による収入 － 342,896

従業員に対する貸付金の回収による収入 599 583

従業員に対する長期貸付けによる支出 △400 －

差入保証金の差入による支出 △11,500 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,852 333,984

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 450,000 －

短期借入金の返済による支出 △450,000 －

長期借入金の返済による支出 △216,410 △335,210

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,713 △2,847

財務活動によるキャッシュ・フロー △219,123 △338,057

現金及び現金同等物に係る換算差額 △94 4,968

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △127,729 248,585

現金及び現金同等物の期首残高 270,526 144,497

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 142,796

※
 393,083
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期累計期間（自　平成23年９月１日　至　平成24年２月29日）　

　該当事項はありません。

　　

　

【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年２月29日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　　

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度
（平成23年８月31日）

当第２四半期累計期間
（平成24年２月29日）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 841千円

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 814千円

２．偶発債務

当社は平成23年５月31日をもって熊本事業所にお

ける事業活動を停止しております。

このため、今後の当該事業所の使用状況や資産売却

の状況によっては、「大津町工場等振興奨励補助金交

付要領」第11条に基づいて、過去に受領した補助金

106,723千円の全部ないし一部について返還を求めら

れる可能性が発生しております。

なお、当該返還額は未定であり、合理的に見積もる

ことも困難であります。

――――――――――

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年２月29日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

役員報酬 18,534千円

給料手当 21,796 

福利厚生費　 5,780 

旅費交通費 8,687 

減価償却費 1,979 

支払手数料 20,322 

租税公課 1,041 

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

役員報酬 12,633千円

給料手当 21,999 

福利厚生費　 4,914 

旅費交通費 8,171 

減価償却費 1,556 

支払手数料 24,578 

租税公課 3,715 
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年２月29日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年２月28日現在）

現金及び預金  142,796千円

現金及び現金同等物 142,796千円

 

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

（平成24年２月29日現在）

現金及び預金  393,083千円

現金及び現金同等物 393,083千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成22年９月１日　至　平成23年２月28日）

　

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成23年９月１日　至　平成24年２月29日）

　

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成22年９月１日　至　平成23年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円）

 
報告セグメント 調整額

（注１）

四半期
損益計算書
計上額
（注２）

精密切削加工事業 装置組立事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 590,166 4,589 594,755 － 594,755

セグメント間の内部

売上高又は振替高
86 － 86 △86 －

計 590,252 4,589 594,841 △86 594,755

セグメント損失(△) △7,460 △24,465 △31,925 － △31,925

（注）１.調整額はセグメント間取引消去であります。

２.セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

該当事項はありません。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「精密切削加工事業」セグメントにおいて98,139千円の減損損失、「装置組立事業」セグメントにお

いて11,732千円の減損損失を計上しております。

なお当該減損損失は、資産の収益性の低下によるものです。

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成23年９月１日　至　平成24年２月29日）

当社は、精密切削加工事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

なお、平成23年８月31日付で装置組立事業を廃止したため、精密切削加工事業のみの単一セグメントとなっ

ております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年２月29日）

１株当たり四半期純損失金額 11,104円19銭 344円92銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 205,871 6,017

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 205,871 6,017

普通株式の期中平均株式数（株） 18,540 17,446

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 平成24年４月12日

株式会社マルマエ  

 取締役会　御中  

 三優監査法人  

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 鳥居　陽　　　　印

 業務執行社員 公認会計士 堤　剣吾　　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マルマエ

の平成23年９月１日から平成24年８月31日までの第25期事業年度の第２四半期会計期間（平成23年12月１日から平成24

年２月29日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年９月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルマエの平成24年２月29日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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